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「JA全農チビリンピック2019」
振り返りレポートvol.6
～お楽しみ広場篇②～（広報・調査部）

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポ⑦
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全農×ニッタク Twitter連携企画実施中！
石川選手の卓球 名シーンプレイバック！
（広報・調査部）
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北海道の伝統工芸や名産、歴史的建築物の風景などをイメージした「みの
るダイニング」と北海道産食材を使った定食やアラカルト、スイーツ（８面）

札幌ステラプレイスに
「みのるダイニング」お目見え（フードマーケット事業部）
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Ｒ
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ウ
ト
と
併
せ
て「
新
鮮
野
菜
市
」

と
し
て
農
産
物
の
販
売
を
行
い
、

購
入
者
に
は
県
内
の
花
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

店
内
で
の
飲
食
は
再
開
し
ま
し

た
が
、当
面
の
間
、農
産
物
の
販

売
は
継
続
し
、
長
崎
県
産
農
畜

産
物
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

News!

ドライブスルーで新鮮野菜市
長崎県産農畜産物の消費拡大へ 長崎県本部

　

長
崎
県
本
部
は
子
会
社
が
運
営
す
る「
Ａ
コ
ー
プ
レ
ス
ト
ラ
ン

諫
早
店
」（
諫
早
市
）で
5
月
11
日
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、タ
マ
ネ
ギ
な
ど
業
務
用
農
畜
産
物
の
需
要
が
低

迷
す
る
中
、接
触
を
最
小
限
に
し
て
買
い
物
が
で
き
る
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
方
式
に
よ
る
農
畜
産
物
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
プ
レ
ス
ト
ラ
ン
諫
早

店
は
、「
長
崎
県
の
農
畜
産
物
を

お
い
し
く
い
た
だ
け
る
店
」と
し

て
、
長
崎
和
牛
や
健
王
豚
を
メ

イ
ン
に
、
地
元
産
の
野
菜
を
主

と
し
た
国
産
農
畜
産
物
を
使
用

し
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。４
月
下
旬
か
ら
5
月

下
旬
ま
で
店
内
飲
食
を
休
業
し

て
い
た
間
、
弁
当
の
テ
イ
ク
ア

店
舗
前
の
駐
車
場
に
設
置
し
た
売
り
場

長
崎
県
産
農
産
物
を
多
数
品
ぞ
ろ
え

G
A
P
と
G
L
O
B
A
L
G
．A
．

P
）の
団
体
取
得
を
目
指
す
産
地

に
対
し
て
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
、認
証
取
得
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。平
成
29
年
8

月
の
事
業
開
始
以
来
、こ

れ
ま
で
21
生
産
部
会
を

支
援
し
て
い
ま
す
。事
業

期
間
は
令
和
2
年
9
月

ま
で
で
し
た
が
、産
地
か

ら
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
踏
ま
え
、
期
間
を
令

和
5
年
9
月
ま
で
延
長

し
、新
た
に
産

地
の
募
集
を

行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

支
援
を
検

討
・
希
望
す

る
産
地
に
つ

き
ま
し
て
は
、

耕
種
総
合
対

策
部
Ｇ
Ａ
Ｐ

推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

News!

JAグループGAP第三者認証取得支援事業の支援産地募集
令和5年9月まで事業期間を延長 耕種総合対策部

　
全
農
は「
J
A
グ
ル
ー
プ
G
A
P
第
三
者
認
証
取
得
支
援
事
業
」

の
事
業
期
間
を
延
長
し
、G
A
P
第
三
者
認
証
の
取
得
支
援
を
検
討

す
る
産
地
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
Ｇ
Ａ
Ｐ

第
三
者
認
証
取
得
支
援
事

業
」で
は
、G
A
P
第
三
者
認

証
（
J
G
A
P
、
A

 

S

 
I
 A 

お問い合わせは、耕種総合対策部GAP推進課まで
E-mail：zz_zk_gapsuisinka@zennoh.or.jp

J
A
新
い
わ
て「
宮
古
地
域
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
グ

ル
ー
プ
」の
指
導
の
様
子
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J
A
全
厚
連
の
中
村
理
事
長

は
、「
食
材
や
防
護
服
を
寄
贈

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。医
療
現
場
の
職
員
は
、

先
の
見
通
し
も
立
た
ず
感
染
リ

ス
ク
も
あ
る
中
で
職
員
の
疲
弊

は
限
界
に
達
し
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
う
し
た
中
で
の
ご
支
援

は
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
が
、J
A

厚
生
連
グ
ル
ー
プ
と
し
て
一
致

団
結
し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
、
今
後
も
組
合
員
と
地
域

住
民
の
健
康
を
守
り
続
け
て
ま

い
り
ま
す
」と
お
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
全
農
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
の
長
期
化
が
見
通
さ

れ
る
中
、
医
療
従
事
者
へ
の
食

サ
ポ
ー
ト
や
国
産
農
畜
産
物
の

需
要
喚
起
な
ど
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

News!

JA全厚連の中村理事長が全農の支援に謝意
レトルト食品など贈り厚生連病院医療従事者をサポート 広報・調査部

　
全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
Ｊ
Ａ
全
厚
連
）の
中
村
純
誠

理
事
長
が
5
月
21
日
、
全
農
を
来
訪
し
、
全
農
が
厚
生
連
病
院
な
ど

の
医
療
従
事
者
の
方
々
に
レ
ト
ル
ト
食
品
や
防
護
服
な
ど
を
提
供
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、山
﨑
周
二
代
表
理
事
理
事
長
に
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
全
農
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
と
隣
り
合

わ
せ
で
地
域
医
療
を
支
え
る
厚

生
連
病
院
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
方
々
に
、
卓
球
日
本
代
表
の

石
川
佳
純
選
手（
全
農
所
属
）が

監
修
し
た
パ
ッ
ク
ご
飯
や
レ
ト

ル
ト
食
品
、
防
護
服
な
ど
を
提

供
し
ま
し
た
。

J
A
全
厚
連
の
中
村
理
事
長（
左
）が

全
農
を
来
訪

産
地
の
ス
イ
カ
を
展
示
し
、
お

い
し
く
仕
上
が
っ
た「
鳥
取
す

い
か
」の
魅
力
を
P
R
し
、
産

地
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
場
関
係

者
・
仲
卸
ら
に
し
っ
か
り
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
鳥

取
す
い
か
」の
出
荷
ピ
ー
ク
は

７
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
で
熱
中

症
が
心
配
さ
れ
る
中
、
予
防
対

策
と
し
て
甘
く
て
シ
ャ
リ
感
抜

群
の「
鳥
取
す
い
か
」を
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

News!

大阪本場で「鳥取すいか」をPR
コロナ禍で人型ロボット「ペッパー」君が産地メッセージ届ける 鳥取県本部

　
鳥
取
県
本
部
は
6
月
4
日
、大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
内
で
鳥

取
県
産
ス
イ
カ
の
産
地
P
R
を
行
い
、
消
費
地
の
皆
さ
ま
に
、「
鳥

取
す
い
か
」の
旬
の
訪
れ
を
P
R
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
鳥
取
県
知
事
を
は

じ
め
生
産
者
、J
A
関
係
者
ら

が
市
場
に
赴
き「
鳥
取
す
い

か
」を
P
R
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
出
張

自
粛
と
な
り
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

「
P
e
p
p
e
r（
ペ
ッ
パ
ー
）」

君
が
胸
の
モ
ニ
タ
ー
で「
産
地

の
想お

も

い
」を
込
め
た
動
画
を
再

生
し
、
市
場
関
係
者
ら
に
産
地

の
状
況
や
、
生
産
者
・
関
係
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し

た
。

　
市
場
内
に
鳥
取
ブ
ラ
ン
ド
のペッパー君のPRに集まる市場関係者

　鳥取県本部は一部の
公用車に「鳥取すいか」
PRの静止ホイールを装
着、街中を走り注目を集め
ています。タイヤが回転し
ても静止ホイールの「鳥
取すいか」の文字がはっき
り見えます。

産地プチ情報
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JA支援の取り組み2年目へ

3連連携を強化し全県本部で
実践目指す

　全農が3か年計画の柱の一つとして位置付けるJA支援。2年
目となる今年度の取り組み方針を紹介します。       【経営企画部】

　JA支援の取り組みでは、「農家対応力強化」「産地づくり」「物
流合理化」「拠点型事業の一体運営」などを通じ、会員対応力
の向上を掲げています。
　そうした中、昨年10月に全中、農林中金と全農が合同で開い
た全国説明会では、3連連携の下で県内ＪＡの収支構造や将来
の収支見通しなどを共有すること、そのうえで、全農は、県内共
通の課題やＪＡ個別の課題を踏まえ、これに対応する経済事業強
化メニューをＪＡに提案することを確認しました。
　これらの課題の中には、現在、全農が提案できるメニューでは
充分応えられないものもあると考えられます。令和2年度は、これ

らの課題のうち、とりわけＪＡ域を超える、県域・広域課題への対
応に注力し、ＪＡと全農とが一緒になって、今後の事業運営の絵
姿をどうするか、コストを下げるにはどうするかを検討し、メニュー
の充実を図っていきます。
　また、経済事業強化メニューをＪＡと合意し、実践するためには、
収支構造などの分析に加え、JA役職員へのヒアリングなどを通じ、
お互いの目線を合わせる必要があります。
　経営企画部ＪＡ支援課は、県域ＪＡと一緒に、こうした提案手
法を先行して実践し、あらためて有効性を確認しました。そこで、
令和2年度は全ての県本部で同様の取り組みを実践していきます。
　これらの取り組みは、全農単独で実現できるものではありません。
これまで以上に3連連携を強化し、JAグループが一体となって取
り組みを加速化していきます。
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流通現場から見る今後の農畜産物流通
全農チーフオフィサー  戸井 和久氏

見るべきものは生活者のライフスタイル2

　今回のコロナ禍による変化に伴い、
多くの方の関心はアフターコロナがど
のようになっていくかという事だと思い
ます。それについての予測はあらゆる
ところでされていますが、答えは誰も分
かりません。ただ、注意すべきは、その
前提となる世の中の構造変化の傾向
はコロナ前もコロナ後も変わっていな
い点です。コロナで生活者のライフス
タイルが激しく変化している一方、コロ
ナとは関係なくゆっくり大きく変化し続
けていることもあります。例えば「生産
年齢人口の減少」「高齢化」「共働き
率の増加」「少人数世帯の増加」など
です。これらは統計としてもはっきり出
ていますし、コロナで数字が急激に変
わることはありません。すなわち、提案
の仕方と販売の方法が変わるだけで、
これらの事実に基づく傾向は大きく変

わらないと見ることができます。逆説的
ですが、このような大きな変化を押さえ
ながら、より細かな生活者のライフスタ
イルの変化に対応していく事が最善
だと思います。

　大きな変化について具体的に言う
と、「ネット」「惣菜化」「健康」「安全
性」「ストーリー」などは今後も重要な
キーワードでしょう。ラストワンマイル、ゼ
ロマイル（When,Where）を考えると
「ネット」が外せないのは前回述べた
通りです。また、少人数世帯や共働き
世帯の増加から、加工された状態で
欲しい（How）というニーズで「惣菜
化」も今以上に商品開発が進むでしょ
う。何（What）を食べるかで言えば、高
齢化はもちろんですが、若い世代にお
いても「健康」「安全性」に関する食品
は関心が高いのです。セルフメディ
ケーションとしてキムチや納豆、ヨーグ

ルトなどの発酵食
品が売れているの
は最たる例でしょ
う。そして最後の選
択の基準になるの
はなぜ（Why）です
が、それに応える
「ストーリー」が今
以上に求められて

いくのではないでしょうか。宅配でも生
協が伸びているのには理由があると
思いますし、食品ロスへの関心の高ま
りなど持続可能な生産・消費などの新
たな価値観で動く消費者も増えていま
す。これらをターゲット（Who）に合わせ
て最適な形で提供することが今後も
重要でしょう。

　ただ、どんな時でも消費の変化を捉
えるに当たって最終的に見るものは
「生活者のライフスタイル」です。ＰＯＳ
（小売りの販売データ）や官公庁の
データはじめ、あらゆる数値データは
生活者のライフスタイルを裏付ける情
報となります。ただ、今回の変化につい
て、統計データはまだ数えるほどしか
出ていませんし、消費者の選択がラス
トワンマイルまたはゼロマイル内で行わ
れる場合は、そのデータは既存の小売
りＰＯＳにもありません。なのでこれから
は生活者により近いデータを探ってい
く必要がありますが、まだ各家庭の冷
蔵庫の在庫管理を誰もデータ化でき
ていないのと同様、それらの多くは数
値化、あるいは可視化されていないも
のです。これからはその生活者のライ
フスタイルを分析する力が競争力に
なっていくと考えられます。

今後も重要なキーワード

コロナで変化しない
変化から戦略を立てる

最終的に見るものは
「生活者のライフスタイル」

そうざい

With/Afterコロナ時代の食と農
コロナ禍は食農業界にも大きな影響を与えました。今後の農産物流通はどのように変化するか？ 識者・関係者に聞きます。

【広報・調査部】

全3回
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ＪＡアクセラレーター（第２期）

　AgVenture Lab（アグベンチャーラボ）で5月18日、JAアクセラレータープログラム（第２期）の最終審査コンテストが開かれ、

8社が優秀賞として採択されました。最終回の今号では2社を紹介します。                                                         【経営企画部】

 採択企業紹介　3

テラスマイル㈱の
プレゼン

AGRIST㈱のプレ
ゼン

　宮崎県で農業生産法人の立ち上げ・黒字化に携わった
生駒祐一氏が、その後「みんなが楽しく働けるまちづくり」を
ビジョンに掲げ創業した、農業情報基盤「RightARM」を提
供する会社です。スマート農業の社会実装に当たり課題と
なる、「導入効果を定量的に評価・分析できる」サービスであ
り、リリース後、10JA・20品目・センサー10種類・約1200の経営
体情報を分析し、委託金額は1億5000万円を超え、13人の
雇用機会を創出する見込みです。
　コンテストでは、「RightARM」が必要とされる背景・社会
課題、また農業者への営農支援を主な目的とする
「RightARM」の活用により、農業経営における管理能力
の向上と、営農指導員の現場力向上が期待できることなど
を中心にプレゼンしました。
　今後約4カ月間にわたるアクセラレータープログラムでは、
「RightARM」を基盤とした、2種類のスマート農業実装パッ
ケージの作成および全国への普及、㈱マイファーム・東京農
業大学など数社共同で作成した営農指導員向けの活用
講座の立ち上げ（オンライン配信）を目標としています。

プラン名

テラスマイル株式会社

データを活用した新たな
営農支援プラットフォームの構築

　町全体でスマート農業を推進し、食と農のシリコンバレー
を目指す宮崎県新富町を拠点にした、農業の人手不足を
AIと収穫ロボットで解決することを掲げ立ち上げられた会
社です。同社の強みとして、①新富町にあり、スマート農
業を実践する農家と共に、農業の現場で農家のニーズを
捉えながらスピード感を持ってロボットを共同開発できるこ
と、②東京大学と宮崎県との産学官連携による機能の追
求・品質管理ができること、を挙げています。
　コンテストでは、ピーマンやキュウリの収穫・出荷作業に
要する時間が全体の5割超を占め、それが人手不足の要
因となっているという農家の声から収穫ロボットの開発を始
めたことに触れ、シンプルかつ低コストなロボットの提供を目
指していることを紹介しました。
　今後約4カ月間にわたるアクセラレータープログラムでは、
JAグループの持つさまざまな農家や農業法人との接点を
活用し、ヒアリングによりロボットを改善し、同社のロボットレ
ンタル型ビジネスプランの全国普及を加速させることを目標
としています。

プラン名

AGRIST株式会社

農業の人手不足を
AIと収穫ロボットで解決
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で
お
り
、
同
Ｊ
Ａ
は
生
産
者
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
6
万
本
余

り
の
花
を
直
接
販
売
す
る
こ
と

で
生
産
者
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
や
県
警
、
地
元
行
政

機
関
、
Ｊ
Ａ
関
係
団
体
の
協
力

を
得
て
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や

ひ
ま
わ
り
、ス
ト
ッ
ク
、ス
タ
ー

チ
ス
な
ど
を
用
意
し
、
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
に
よ
り
施
設

等
が
倒
壊
し
、
い
ま
だ
復
興
途

中
に
あ
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
相

場
は
例
年
の
約
半
値
ま
で
落
ち

込
み
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
は

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た

い
と
、
た
と
え
災
害
が
あ
っ
て

も
、
い
つ
も
の
よ
う
に
可か

れ
ん憐

に

咲
き
誇
る
花
へ
の
感
謝
の
思
い

を
抱
き
な
が
ら
、
お
客
さ
ま
の

元
へ
届
け
ま
し
た
。

JA安房
（千葉県）

概要 令和元年12月31日現在（事業年度末）

正組合員数　　　　　   １万１９６２人
准組合員数　　　           ７０４４人
職員数　　　　　　　        ２１１人
販売品取扱高　       ４６億９千万円
購買品取扱高　                ４２億円
貯金残高 　　　　　       １６０５億円
長期共済保有高                ４５１０億円
主な農畜産物        米、食用菜の花、
レタス、びわ、いちご、生乳、花き（ストック、
ひまわり、カーネーション、キンセンカ）

相
次
ぐ
災
害
に
負
け
る
な

営
農
再
開
に
向
け
支
援
展
開

埼玉県

東京都

茨城県

千葉県

ハ
ウ
ス
の
解
体
作
業
を
中
心
と

し
た
支
援
活
動
に
従
事
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
一
戸
で
も
多
く
の

方
の
お
役
に
立
ち
た
い
」と
施

設
の
撤
去
作
業
な
ど
に
対
し
、

新
た
に
臨
時
職
員
を
採
用
し
て

支
援
し
ま
し
た
。

　
中
央
会
な
ど
各
連
合
会
職
員

か
ら
な
る
県
域
支
援
隊
、
全
国

の
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
役
職
員
か
ら

な
る
全
国
連
か
ら
も
支
援
を
受

け
、
北
は
山
形
県
、
西
は
熊
本

に
渡
っ
て
農
作
物
や
農
業
施
設
、

住
居
等
に
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
そ
こ
へ
今
年
に
入
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
り
花
き
を
中
心
に

需
要
が
落
ち
込
む
な
ど
、
相
次

ぐ
災
害
に
生
産
者
は
大
打
撃
を

受
け
、
Ｊ
Ａ
安
房
は
一
日
も
早

い
営
農
再
開
に
向
け
て
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　
同
Ｊ
Ａ
で
は
台
風
被
害
を
受

け
、
同
日
災
害
対
策
本
部
を
設

置
、
各
担
当
部
署
に
お
け
る
迅

速
な
対
応
を
協
議
決
定
し
ま
し

た
。
同
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
は
、
10
、

11
月
の
2
カ
月
間
、
Ｊ
Ａ
支
援

隊
と
し
て
、
主
に
土
・
日
曜
日

に
延
べ
3
1
1
人
が
、
パ
イ
プ

　

Ｊ
Ａ
安
房
管
内
で
は
、
昨
年

9
月
9
日
の
台
風
15
号
、
そ
の

後
の
19
号
・
21
号
に
よ
り
全
域

県
か
ら
、
延
べ
７
０
３
人
の
力

添
え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
早
々
の
対
応
に
、
生

産
者
は
大
変
感
謝
し
、
今
後
の

営
農
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

　

主
力
品
目
で
あ
る
花
き
は
、

イ
ベ
ン
ト
中
止
や
外
出
の
自

粛
、
家
庭
で
の
消
費
不
振
な
ど

か
ら
需
要
が
大
き
く
落
ち
込
ん

被
災
施
設
撤
去
を
中
心
に

支
援
員
雇
用

早
々
の
全
国
支
援
に
感
謝

コ
ロ
ナ
受
け
花
の
直
売

生
産
者
を
応
援

J
A
役
職
員
や
雇
用
支
援
員
、全
国
か

ら
の
応
援
を
受
け
て
行
わ
れ
た
被
災
し

た
栽
培
施
設
の
撤
去

新型コロナウイルスの影響で需要が落ち
込んだ花を直接販売し生産者を支援
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JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

ＪＡ富里市（千葉県）

　7月4日放送のプレゼントは、山梨県産の「桃」です。山梨は桃の生
産量、栽培面積ともに全国１位。富士山や八ヶ岳、南アルプスなどか
ら湧き出る良質な水と、長い日照時間、昼と夜の寒暖差と栄養豊富な
土壌に恵まれ、桃の栽培に最適な土地です。鮮やか
なピンクの果皮が特長で、甘くてジューシーな山梨の
桃をぜひお召し上がりください。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプ
レゼントします。【広報・調査部】

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは7月4日の放送で
ランキング1位の曲が発表されるま
でです。

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

うまさ独占富里スイカ 
Ｌ２玉……6200円

　富里市は全国有数のスイカの名産地。富里スイカのお
いしさの秘訣は、スイカ栽培に適した環境と、食べた方
に喜んでもらいたいという生産者１人１人の強い思いが
詰まっているからなのです。
　夏の風物詩、お中元としてだけでなく暑い中での水分
補給と糖分補給に最適です。愛情を注いで育てた富里ス
イカをぜひご賞味ください。
　販売期間は７月８日までです（生育状況、出荷状況に
よっては販売終了時期を早める事がございます。ご了承
ください）。

JAタウン
ショップ名 フルーツ王国やまなし

この商品はこちらからご購入いただけます。

　全農は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め開業を延期していた、みのりみのるプロジェクトの
直営店舗「みのるダイニング札幌ステラプレイス店」
（札幌市）について、十分な感染拡大防止対策を講
じたうえで、６月１９日にオープンしました。

　みのりみのるプロジェクト17店舗目となる同店で
は、ホクレン「くるるの杜」から直送する野菜や「よつ
葉乳業」の乳製品を使用したスイーツなど、北海道
産の食材をふんだんに使ったメニューを提供します。
「サロマ和牛」や「十勝しほろ牛」といったブランド牛
や、ジャガイモ、タマネギ、ナガイモなど北海道を代
表する野菜も登場し、北海道の食を満喫できるお店
となっています。お近くにお越しの際は、ぜひご利用
ください。

札幌ステラプレイスに「みのるダイニング」お目見え
北海道食材を中心としたメニューを提供

フードマーケット事業部

北海道産食材を使った定
食やアラカルト、スイーツ

北海道の伝統工芸や名
産、歴史的建築物の風
景などをイメージした店
舗デザイン

ひけつ

J
A
支
援
の
取
り
組
み
2
年
目
へ

　3
連
連
携
を
強
化
し
全
県
本
部
で
実
践
目
指
す（
経
営
企
画
部
）

JAグループGAP第三者認証取得
支援事業の支援産地募集
（耕種総合対策部）

ドライブスルーで新鮮野菜市（長崎県本部）

JA全厚連の中村理事長が全農の
支援に謝意（広報・調査部）

大阪本場で「鳥取すいか」をPR
（鳥取県本部）

With/Afterコロナ時代の食と農
（全農チーフオフィサー 戸井和久氏）

JAアクセラレーター（第２期）
採択企業紹介③（経営企画部）

JAズームイン（千葉：JA安房）

ラジオ番組「JA全農 COUNTDOWN
JAPAN」プレゼント（広報・調査部）

JAタウンショップ紹介
　JA富里市（千葉県）

4面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

8
面
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7

「JA全農チビリンピック2019」
振り返りレポートvol.6
～お楽しみ広場篇②～（広報・調査部）

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポ⑦
卓球・ドイツオープン（広報・調査部）

Web
限定

全農×ニッタク Twitter連携企画実施中！
石川選手の卓球 名シーンプレイバック！
（広報・調査部）

2

3

北海道の伝統工芸や名産、歴史的建築物の風景などをイメージした「みの
るダイニング」と北海道産食材を使った定食やアラカルト、スイーツ（８面）

札幌ステラプレイスに
「みのるダイニング」お目見え（フードマーケット事業部）
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